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RESPONS ( レスポンス )

送信機から電波にのせて送られる信号のレスポンスを設定します。
エスプリⅢでは、以下の４種類の設定が可能です。

ULTRA　 ( ウルトラハイスピードモード）
ヘリオスにスーパーモジュールを装着した場合の動作スピード相当

EX-10 ヘリオスに RF-502FH スーパーモジュールを使用した場合と同等のレスポンスを
実現します。
※このモードをご使用の際には、アドバンスドハイスピード対応の受信機、サーボが必要に
なります。

ADVANCED （アドバンスドハイスピードモード）　
ヘリオスのノーマルモジュールの動作スピード相当

ファンクションメニューの RESPONS を ADVANCED に設定、CH.SELECT を 2CH に
設定することでこのモードが有効になります。
バンテージタイプＲを超えた、卓越したレスポンスを実現します。
※このモードをご使用の際には、アドバンスドハイスピード対応の受信機、サーボが必要に
なります。

SUPER（スーパーハイスピードモード）
バンテージタイプＲの動作スピードに順ずるレスポンス

ファンクションメニューの RESPONS を SUPER に設定すると切り替わります。
この場合も CH.SELECT で設定したチャンネル数は影響しません。
※スーパーハイスピードレスポンス対応の受信機、サーボが必要になります。

NORMAL （ノーマルスピードモード）
エスプリⅡ、バンテージに順ずるレスポンス

ファンクションメニューの RESPONS を NOMAL に設定すると切り替わります。
この場合、CH.SELECT で設定したチャンネル数は影響しません。
※当社製全ての受信機やサーボでご使用いただくことができます。　　　　　　　

ウルトラハイスピードと、アドバンスハイスピードは、高速な発射速度のために2チャンネル専用となります。
レスポンス画面上の表示はそれらであっても、3 チャンネルを設定すると実際に発射される電波速度はスー
パーハイスピードモードとなってしまいますのでご注意ください。

［設定画面の開き方］
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受
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受信機の接続

受信機の機種の違いによる接続

周波数変更について
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ノイズの発生源と誘導（電動カー）
大電流が流れてるところは全てノイズを発生してると思って下さい！
モーター、ESC、バッテリー、シリコンコード、これらの物からはできるだけ受信機やアンテナ線を離して下さい。
ノイズも電波の一種なので幅射（空間に飛び出す）されます。ですから発生源に近づく事は、わざとノイズを拾
うようなものです。

●受信機とアンテナホルダーの距離
アンテナホルダーはできるだけ受信機の近くに立てて下さい。
ホルダーまでのアンテナ線にノイズが飛び込みやすく、感度が低下します。

電気を流す素材（金属、カーボン）にもノイ
ズが伝わってきています（電磁誘導）。よって、
シャーシやメカプレートにもアンテナを密着
させてはいけません。

�搭載上の注意ー1
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搭載上の注意‐2

●受信機の搭載位置（受信機に近づけてはダメな物）

　シャーシ、メカプレートに両面テープを  2 枚以上  重ねて、浮かせて下さい。
　どの向きでもクリスタルは上向きになる様にして下さい。

モーター、ESC、バッテリー、シリコンコード等のノイズ源からできるだけ離します。

特にシリコンコードは受信機の横を通さないで下さい。（クリスタル近くは禁止！）
FET サーボの青線（7.2V）や ESC のスイッチ線も近づけないで下さい。

受信機の搭載について

●受信機の固定方法と向き（電動カー）
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搭載上の注意‐3

●受信機の固定方法と向き（エンジンカー）
エンジン振動は想像以上に受信機にダメージを与えます、シャーシやメカプレートに直接両面テープで貼るの
は厳禁です。必ずキットに付属のブラケット（受信機ホルダー）を使用するか、厚手のスポンジで包んで下さい。

●アンテナパイプのたて方
金属シャーシやカーボンにアンテナホルダーを立てる時は必ずイラストの指示に従って下さい。
レーシングカーでカーボンの中空パイプを使用する時は電波が遮断されますのでアンテナ線は外側に這わせて
下さい。



送
信
機
の
使
い
方

特
長
に
つ
い
て

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー

受
信
機
の
接
続

搭
載
上
の
注
意

索　

引

修
理
規
定
・
保
証
書

78

語
句
説
明

主な仕様



79

送
信
機
の
使
い
方

特
長
に
つ
い
て

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー

受
信
機
の
接
続

搭
載
上
の
注
意

索　

引

修
理
規
定
・
保
証
書

語
句
説
明

語句説明　ミキシングとは

ミキシング（ミキシング制御）とは

スティックや ET，BT 操作による入力信号は、通常同じチャンネル内にのみ出力します。
ミキシングは、この入力信号を他のチャンネルにも影響（MIX）させて出力します。

各ミキシングメニューとマスター・スレーブ

信号の元になるチャンネルをマスター、その信号を混ぜるチャンネルをスレーブと呼び、この説明書では
マスターとなるチャンネルに接続されたサーボをマスターサーボ、スレーブ側のチャンネルに接続された
サーボをスレーブサーボと呼んでいます。



送
信
機
の
使
い
方

特
長
に
つ
い
て

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー

受
信
機
の
接
続

搭
載
上
の
注
意

索　

引

修
理
規
定
・
保
証
書

80

語
句
説
明

語句説明



81�

送
信
機
の
使
い
方

特
長
に
つ
い
て

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー

受
信
機
の
接
続

搭
載
上
の
注
意

索　

引

修
理
規
定
・
保
証
書

語
句
説
明

�語句説明



送
信
機
の
使
い
方

特
長
に
つ
い
て

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー

受
信
機
の
接
続

搭
載
上
の
注
意

語
句
説
明

修
理
規
定
・
保
証
書

82

索　

引

索引

	 サブトリム			   21 , 32		  ニュートラルをあわせます。

	 トリムレート			   57		  トリムの動作量を設定します。

	 ステアリングスピード		  44 , 45		  動作スピードを遅くします。

	 ステアリングパンチ			  46		  動き始めだけを、クイックにします。

	 ステアリングカーブ			  47		  カーブの設定を行います。

	 ステアリングバランス		  48		  左右の舵角を別々にあわせます。

	 ステアリングトラベル		  49		  全体の舵角を調整します。

	 ステアリングトラベルプリセット	 63		  3段階にステアリング蛇角量を調整する機能です。

	 リバーススイッチ			   56		  動きを逆にします。

　	 サブトリム			   32		  ニュートラルをあわせます。

	 トリムレート			   57		  トリムの動作量を設定します。

	 A . B . S				   33 , 34		  ABS を使います。

	 スロットルスピード			  35 , 36		  動作スピードを遅くします。

	 スロットルパンチ			   37		  動き始めだけを、クイックにします。

	 スロットルカーブ			   38		  カーブの設定を行います。

	 スロットルブレーキ			  39		  ブレーキ側の動作量だけを調整します。

	 スロットルハイポイント		  40		  前進側だけの動作量を調整します。

	 スロットルプリセット		  41		  設定した量だけ動くようにします。

	 スロットルアクセレーション		  42 , 43		  アクセレーションを使います。

	 アイドルアップ			   62		  GP カーの始動時などにアイドリングをあげる機能です。

	 アイドルアップインジケーター	 17		  アイドルアップ機能が ON の時に点滅します。

	 オートマチックスタート		  50		  スタート時に使うと便利です。

	 リバーススイッチ			   56		  動きを逆にします。

	 チルトミックス			   64		  船外エンジンのチルトサーボとスロットルサーボのミキシングです。

	 ブレーキミキシング			  67 , 68		  スロットルとブレーキサーボのミキシングを設定できます。

	 プログラムミキシング		  69 , 70		  チャンネル 1 ～ 3 に任意のミキシングを設定できます。

	 モデルセレクト			   30		  モデルメモリスロットルを切り替えます。

	 モデルコピー			   51		  モデルを他のモデルへコピーします。

	 モデルネーム			   52		  モデルメモリに名前をつけます。

	 メモリーリセット			   53		  モデルメモリを初期化します。

	 アップタイマー			   59		  アップタイマーの設定です。

	 ダウンタイマー			   60		  ダウンタイマーの設定です。

	 ラップタイマー			   61		  ラップタイマーの設定です。

	 オペレーションタイマー		  15		  オペレーションタイマーの設定です。

ステアリング操作の設定

スロットル操作の設定

ミキシングに関する設定

モデルメモリに関する設定

タイマーに関する設定
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	 LCD 画面一覧、操作		  10 , 11 , 15	 LCD 画面の名称と、表示の一覧です。

	 LCD 設定コントラスト		  27		  表示濃度の設定です。

	 LCD 設定バックライト		  29		  バックライトの動作設定です。

	 トーン（音程変更）			   27		  ブザーの音程を変えます。

	 アラーム				    26		  アラームの時に鳴る音を設定します。

	 カスタムトーン			   28		  ユーザー設定のメロディを作ります。

	 フォーン端子			   22		  聞き取りにくいときに使用します。

	 データパック			   20 , 26		  別売のデータパックの使用方法です。

	 コミュニケーション（通信機能）	 19		  通信機能の説明です。

	 ダイレクトサーボコントロール	 18		  DSC の使用方法です

	 セットアップ			   58		  ETやボタンの機能を割り当てます。

	 ET ポジション			   31		  現在のET、BTの状態を表示します。	

	 アジャストボリューム		  54		  メンテナンスです。

	 チャンネルセレクト			  55		  3CH を使用する場合に設定します。

	 3 チャンネルトラベル		  65		  3CH の動作を設定できます。

	 3 チャンネルポジション		  66		  3CHのニュートラルポジションを設定します。

	 レスポンス			   23 , 71		  レスポンスモードの設定方法です。

	 チェンジメニュー			   24		  チェンジメニューの方法説明です。

	 メニュー操作（項目編集）		  10 , 11		  チェンジメニューの設定です。

	 マルチアングルスティック		  09		  スティックの角度を調整します。

	 受信機の接続			   73 , 74 		 受信機側の接続方法です。

	 搭載上の注意			   75 , 76 , 77	 車体にメカを搭載する際の注意事項です。

	 安全上ご注意いただくこと		  06 , 07 , 08	 安全に使用するための注意事項です。

	 諸注意				    03		  使用するに当たっての注意事項です。

	 修理規定・保証書など		  84 , 85 , 86	 修理について、お問合せ先などを記載。

	 目次				    04 , 05		  この取説の構成内容です。

	 語句説明				    79 , 80 , 81 	 使用している用語などの説明です。

音・ブザーの設定

機能拡張

その他の動作設定

注意すること

画面表示の設定

索引�
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修理規定

修理について




